
(4丹号〉ぬ.

を
中
心
と
し
た
漏
麗
山
公
閣
を
さ
ら
に
臨
時
号
を
発
行
し
て
、
呼
び
か
け
て
い
つ
い
て
も
対
処
し
て
い
き
ま
す
。

見

直

そ

う

と

、

整

備

計

闘

を

す

る

た

め

き

ま

す

。

マ

シ

ヲ

ツ

ピ

ン

グ

モ

ル

整

捕

事

誌

の

訓

点

研

究

も

始

め

ま

す

。

生

涯

教

育

に

つ

い

て

は

、

新

た

に

オ

(

買

髄

道

本

通

D
、
南
口
通
り
設
計
委

新
し
い
己
み
の
分
別
収
集
は
六
十
年

I
プ
ン
す
る
松
原
会
民
館
に
続
い
て
、
託
)

H

一
一
千
二
百
七
十
一
一
万
円

浸
か
ら
雨
内
一
斉
に
実
腫
す
る
た
め
、
二
十
二
朗
自
の
成
都
大
野
第
六
公
民
据
マ
紅
谷
間
ロ
・
日
号
融
カ
ラ
一
l
舗
装
事

現
任
の
モ
デ
ル
地
ば
巾
明
・
市
鼠
地
区
社
会
福
祉
環
境
づ
く
り
〈
車
中
原
市
川
円
住
宅
間
関
)
を
建
設
し
業
一
乙
百
六
十
方
円

の
ほ
か
に
十
百
か
所
モ
デ
ル
地
区
を
増
社
会
福
祉
基
金
は
、
開
標
ど
お
り
三
て
、
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
活
動
の
拠
点
の
訟
マ
控
訴
円
必
興
聖
(
農
村
モ
デ
ル
事
業

や
し
て
、
市
民
の
宛
解
ぞ
得
て
い
き
ま
年
間
で
二
億
円
を
達
属
し
ま
し
た
a

モ
充
を
濁
り
ま
す
。
@
外
)
一
億
一
一
平
一
一
…
百
十
一
万
円

ず
。
乙
で
、
前
回
と
間
接
三
か
年
計
留
で
さ
ス
ポ
ー
ツ
や
レ
ク
リ
エ
!
シ
ョ
ン
に
マ
畜
曜
講
控
七
千
八
百
二
十
r
平
方
向

マ
虹
ケ
訳
住
宅
建
で
許
え
事
業
(
一
ー
か
ら
に
二
期
自
の
接
金
を
葬
臨
し
ま
す
。
つ
い
て
は
、
「
崩
づ
く
り
」
を
進
め
よ
マ
士
通
改
良
事
業

百
計
調
)
一
一
-K
時
百
八
十
一
万
円
む
協
力
く
だ
さ
い
。
う
と
、
大
神
の
市
民
ス
ポ
ー
ツ
広
場
を
五
櫨
三
手
九
百
二
十
六
万
円

マ
平
塚
既
崩
鶴
構
事
業
時
古
者
福
祉
に
つ
い
て
は
、
デ
イ
サ
さ
ら
に
広
げ
て
、
サ
ッ
カ
な
ucで
き
マ
漁
港
蕗
情
事
業
開
千
五
百
万
円

昭
和
五
十
九
足
度
の
予
等
規
模
は
、
地
方
選
単
の
た
め
半
骨
格
手
鼻
で
一
組
ま
い
ま
す
e

十
九
億
九
千
六
百
九
十
七
万
円

l
ピ
ス
制
緩
や
古
宅
ケ
ア
の
拡
布
~
7世
間
四
る
よ
う
多
目
的
広
崩
と
し
て
鰹
嬬
し
ま
丸
、
、
J
S一J
J
i
y
J
D
一旬、一噌
i
v

一
般
会
計
量
日
十
一
時
四
千
一
一
寄
れ
て
い
長
め
で
す
。
特
別
会
計
は
:
歳
入
間
か
ら
み
る
と
、
市
税
収
入
は
量
長
技
場
善
事
業
主
め
、
聴
覚
障
害
者
用
ミ
ニ
ブ
ア
ツ
す
。
芝
、
民
間
も
副
問
主
主
一
7

山

守

護

審

i
v

円
、
特
別
会
計
が
一
一
言
十
八
憶
四
千
二
一
号
、
病
院
会
計
は
了
一
二
割
前
年
度
よ

P
千

七

軒

寝

室

込

凶

千

三

百

四

十

二

万

円

ク

ス

導

入

の

助

成

、

霊

長

控

室

会

長

と

し

て

、

皇

国

小

議

盤

輔

鶴

小

ん

一

一
主
ハ
万
一
円
、
露
合
計
富
十
訟
の
増
と
な
っ
て
い
ま
す
。
ん
で
す
お
入
襲
警
は
六
0
・
マ
見
附
台
公
間
態
喜
多
問
的
広
由
充
実
に

Zい
き

ま

す

。

護

軍

に

聖

書

館

を

建

設

す

る

議

審

議

仁

川

山

げ

一

六
千
二
百
七
十
五
万
号
、
重
量
こ
れ
を
、
一
般
会
計
財
政
構
造
問
か
一
一
一
言
占
め
て
い
ま
す
。
こ
れ
に
競
輪
場
〉
二
千
七
百
八
十
八
万
円
市
民
の
震
に
つ
い
て
は
、
医
時
は
た
め
の
館
空
若
手
。

八
露
千
六
百
士
万
円
と
な
り
ま
し
ら
み
る
と
、
人
室
、
挟
題
、
最
収
益
金
な
ど
雲
走
塁
財
源
は
、
マ
公
襲
撃
京
高
官
、
空
調
印
縫
芝
陣
!
と
な
っ
寝
台
保
器
旬
マ
幕
式
院
本
校
概
念
震
と
校
地
都
市
霊
づ
く
り

た

。

閣

の

襲

撃

意

図

。

二

ハ

霊

前

歳

入

者

gu八・
2需
め
、
前
百
四
千
六
百
七
十
一
一
万
円
づ
く
り
を
若
手
が
、
今
年
は
新
た
の
造
成
六
倍
九
千
一
一
一
月
一
二
十
二
万
円
六
十
主
主
の
行
政
事
務
と
し
て

前
年
度
当
初
予
算
対
比
で
は
、
一
般
任
度
よ
り
六
三
一
引
の
減
、
投
資
的
経
午
肢
よ
り
0
・
同
町
引
の
慌
で
一
す
。
マ
公
明
改
棺
融
和
備
事
業
(
八
幡
山
公
に
柿
が
ん
検
診
を
設
け
ま
す
。
マ
校
舎
及
び
日
町
内
団
組
動
場
新
改
築
(
培
執
行
し
て
い
く
一
建
築
時
認
割
務
の
準
備

会
計
が
一
八
@
九
討
と
大
幅
な
伸
?
を
習
の
占
め
る
割
合
は
一
一
一
一
一
二
引
で
、
一

1
'
;
'
;
4
守
令
閥
、
港
公
務
〉
一
一
手
九
百
六
十
八
h
円
マ
社
会
福
祉
詐
h
y拠
出
金
(
一
一
一
か
れ
叶
計

a

相
模
・
松
原
小
、
金
旭
降
金
目
中
)
を
進
め
て
い
ま
す
。

示
し
て
い
ま
す
が
、
理
言
葉
程
度
よ
り
五
二
ハ
吉
増
と
な
っ
て
ヲ
ヌ

Y
E
1
Pづ
~

v
公

共

下

室

議

室

言

語

画

自

室

長

円

)

五

千

万

円

十

七

号

γ
七
百
二
十
八
万
円
駅
周
辺
の
産
自
転
車
薬
品
悲
し

一
七
警
滋
総

:IA
概
ケ
日
ポ
ン
プ
選
備
外
〉
マ
老
人
等
〕
寄
稿
設
問
童
相
手
託
控
マ
小
学
校
プ
i
ル
露
事
業
(
旭
・
み
た
の
で
、
向
転
車
駐
車
霊
の
府
警

副

総

務

M
J
;

二
十
七
億
一
一
千
七
十
一
月
間
(
福
祉
会
館
、
内
幸
、
七
室
主
ふ
?
産
小
)
凶
り
ま
す
。
警
は
同
河
口
震
と
錦

シ

j;::γli--J
マ
都
市
下
水
量
事
業
(
世
間
、
伐
一
億
壬
百
七
十
九
品
一
一
億
七
守
間
百
五
土
ぺ
万
円
町
公
開
南
側
の
国
鉄
岡
地
を
取
得
ま
た

生
活
現
場
づ
〈
百
際
、
隠
見
世
外
〕
マ
梢
初
ポ
ン
プ
円
曲
旧
日
当
期
惜
(
岨
肘
マ
仮
称
前
二
神
田
中
学
問
建
設
〈
開
発
は
措
用

υ、
臼
転
車
と
バ
イ
ク
の
駐
車

A
y
幻
か
ら
一
一
一
か
れ
川
計
副
で
虹
ケ
浜
住
一
億
八
百
四
十
一
ハ
万
円
は
し
む
付
消
防
車
、
求
刑
付
消
防
車
外
)
れ
れ
材
伐
付
金
)
ニ
ム
十
億
円
施
設
を
繋
備
し
ま
す
。

宅
市
山
姥
て
跡
内
え
を
的
め
ま
す
。
初
打
皮
マ
排
水
町
住
儲
市
2
V
A
(
山
下
、
横
内
、
一
億
コ
一
千
八
十
七
万
円
マ
討
少
托
位
A
P
丙
同
事
業
釈
北
口
周
辺
の
拝
併
に
つ
い
て
は
、

は
諒
一
時
伶
宅
一
一
十
四
戸
で
す
。
悶
土
外
〕
一
二
億
三
f
八
百
万
円
マ
福
山
出
張
所
帯
松
新
築
事
業
(
建
設
九
千
八
百
三
十
五
万
円
支
町
三
番
町
民
の
日
午
ピ
ル
の
利
用
計

臨
ん
口
公
悶
野
抗
期
は
二
ハ
」
:
行
四
月
マ
滋
路
改
良
戸
来
〔
江
仁
位
り
い
糊
外
)
場
所
豆
半
)
一
億
五
千
二
庁
内
マ
既
称
大
野
第
六
会
民
間
新
築
事
業
函
が
具
体
化
す
る
同
時
過
し
で
あ
り
、
紅

に
オ
プ
ン
し
ー
ま
す
が
、
六
十
一
咋
ほ
か
一
一
一
む
u
f間
百
五
J
l

忍
一
マ
早
朝
議
開
封
建
問
(
放
問
日
(
一
民
民
虫
込
4
内

側

「

起

き

計

パ

ル

ロ

F

ヘ
由
設
備
、
ラ
ス
カ
駐

ら
山
引
き
続
き
出
備
す
る
段
上
競
位
制
の
マ
と
み
モ
デ
ル
地
阿
波
m
m
d
社
百
(
十
五
転
車
の
軒
町
惇
)
一
千
十
日
九
十
二
万
円
一
億
一
二
千
六
百
四
十
七
万
円
車
場
の
立
体
化
計
画
在
戸
、
駅
前
広
場

凋
門
校
J
を
的
め
ま
す
c

か
所
)
一
一
円
一
一
…
十
七
万
円
マ
向
転
車
日
申
期
時
備
引
げ
よ
(
臼
一
配
車
マ
市
民
セ
ン
タ
ー
幣
問
事
業
(
ど
ん
帳
閥
辺
の
都
市
世
間
備
問
題
が
門
し
巷
L
進
展

H
H
に
つ
公
叫
に
つ
い
て
は
、
周
辺
の
マ
じ
ん
か
い
悦
却
胞
設
処
で
誌
え
昨
髄
と
バ
イ
ク
)
一
一
一
7
百
十
四
万
円
柄
入
外
)
開
千
万
円
し
て
い
ま
す
。
モ
乙
で
、
平
塚
市
の
長
一
マ
一

廷
判
も
持
転
し
?
の
で
、
…
一
が
叩
計
出
椛
泊
三
千
九
行
二
十
五
万
円
〉
、
:
〔

c
r
f
F
5
0
4
4

マ
莞
物
館
山
崎
ぷ
準
備
関
係
日
開
校
関
と
し
モ
ふ
さ
わ
し
い
駅
前
広
場
に
す

で

型

車

護

軍

話

事

け

的

マ

自

体

君

臨

相

川

施

設

議

事

業

譲

襲

撃

手

…

一

一

面

一

一

一

十

一

万

円

る

た

め

に

、

童

話

き

し

ま

す

O

E
f
iた、
望

書

室

ぎ

号

一

一

言

語

襲

離

料

:

霊

長

!

ツ

広

川

町

議

室

荒

マ

護

送

協

議

事

業

〈

金

日

神

戸

iiγ

経
蜘
知
糊
持
潜
駐
澗
明
税
、
h
…A
(

多
ほ
的
広
創
造
瓜
)
間
千
一
一
十
万
円
組
、
兵
士
岡
山
崎
融
外
〉

円
一

m
i一
抑

制

抑

制

批

m
組

問

問

問

、

;
f
r
f
b
E
Y
G
5
V地
誌

富

市

金

旧

小

跡

地

)

建

議

九

十

一

一

万

円

以
一

ι
一
ふ
払

P
3
1
i
i
ι
ι
r
ι

教
育
文
也
謂
墳
づ
く
り
設
準
備
純
白
四
訂
一
日
平
三
万
円
マ
下
花
木
師
(
木
幅
)
か
け
告
え
に
伴

則
一
川
一

1
日

3
日

1

日

記

六

十

年

間

一

月

の

開

校

を

目

指

し

て

ぽ

9

9

う
聞
出
資
収
一
ニ
千
二
万
円

2
4
一

l

郡
大
政
小
学
校
長
警
一
神
間
中
学
的
弓
欝
動
繋
会
川
マ
都
市
計
旧
街
町
議
事
業
〈
大
句
丸

縦
一
一
討

Z
J日
開

校

白

旭

川

刊

行

い

ま

す

e

童

話

、

将

¥

鰭

鶴

間

物

語

、

八

幡

神

社

走

線

外

〉

算

一

計

一

企

業

合

f

校
舎

i
i
T宗
袋

、

グ

一

フ

九

九

議

議

議

A兵
器

二

子

一

一

十

一

万

円

予

一

一

事

業

九

三

事

ン

暴

露

闘

を

し

ま

す

。

t
J
Z
J
g
r
i勢
、
マ
北
口
駅
前
援
護
基
本
計
画
庭

部

一

会

一

業

検

事

実

事

タ

持

者

在

窓

会

成

に

つ

い

て

は

、

産

霊

童

境

づ

く

自

雲

母

二

千

喜

五

十

七

万

円

封
一

3
J
M造
事

済

ン

同

地

域

青

少

し

込

書

成

活

動

の

強

化

、

中

寝

室

町

活

性

化

高

る

た

め

マ

土

地

震

国

盟

事

業

(

真

由

、

主

度
一
般
一
日
改
選
共
セ
汁
社
会
環
境
浄
化
市
動
の
充
実
、
奇
少
作
部
」
段
閣
と
し
て
、
宍
脅
迫
本
通
り
と
問
、
同
士
見
町
、
本
宿
、
馬
入
、
須
賀

拝

一

一

端

川

市

木

業

肉

同

相

談

芝

山

浅

草

は

の

旧

安

ど

相

官

通

り

の

峰

山

前

室

「

ん

化

主

地

震

〕

一

一

一

億

七

千

喜

一

一

一

十

八

百

柿

…

一

一

心

迫

F
E霊
め

ま

す

。

巡

回

カ

ヨ

ー

を

ど

忍

2
Jを
す
る
と
同
マ
河
川
の
霊
(
一
一
一
笠
川
、
間
内
川

昭

一

一

芝

、

主

の

み

な

え

に

、

官

官

改

修

し

て

い

き

ま

す

a

ま

た

、

有

合

一

博

吉

千

万

円

身
近
な
問
題
と
し
て
、
一
時
白
山
山
解
と
剰
な
制
出
白
金
を
日
間
す
る
た
め
両
信
マ
ア
レ
ピ
巾
椛
M
設
置
事
業
交
付
金

協
力
が
叫
ら
れ
る
よ
う
広
報
ひ
ら
つ
か
会
の
法
人
化
、
共
同
施
設
の
助
成
捕
に
(
湘
南
平
一
ア
レ
ピ
塔
〉
一
一
億
五
ナ
万
円

A
M

沼
霜
五
十
九
津
度
目
予
算
が
一
一
百
円
定
例
市
議
会
で
議
決
さ
れ
ス
タ
ー
ト
し
ま
し
た
。
一
般
会
計
の
予
嘗
合

交
は
四
一
一
億
四
一
…
一
O
O万
円
で
、

nよ
い
ま
ち
づ
く
り
い
い
よ
さ
ん
M

と
む
ろ
肖
わ
ぜ
も
で
き
て
い
ま
}
}
女

合
す
。
留
め
予
算
は
、
離
し
い
社
会
経
揖
状
曹
の
お
り
か
ら
緊
縮
抑
制
型
予
揮
で
あ
り
ま
す
が
、
第
一
一
町
官

会
総
合
開
発
許
繍
に
基
づ
く
五
十
九
年
度
苦
初
日
度
と
す
る
、
向
ζ
う
冗
が
呼
の
実
晒
計
画
の
見
直
し
が
行

A
X

A
M
l
わ
れ
ま
し
た
の
で
、

ιの
計
画
に
沿
っ
て
効
率
的
な
執
行
を
汚
い
、
問
大
の
効
興
が
円
ら
れ
る
よ
う
明
力
ム
官

官
し
て
い
き
ま
す
。
〔
議
開
関
m
n
は
二
酉
に
掲
載
)

人口 225，043人
投手普 71，033数帯
(59年 3月 1日現在〉

来
年
四
月
の
オ
ー
ブ
ン
を
目
指
し
て
怠
ど
ッ
チ
の
平
場
球
場
・
外
野
席
か
ら

病院事業会計

j 合

ま

た
、
舞
ム
げ
陪
り
や
メ
ー
キ
ャ
ッ
プ
な

ど
の
一
一
畏
方
が
い
な
い
の
で
肉
っ
て
い

る
こ
と
を
話
さ
れ
ま
し
た
。

で
も
、
視
刀
障
害
者
を
、
一
人
で

も
多
く
の
方
に
理
解
し
て
い
た
戸
ヤ
く

た
め
に
、
十
間
年
記
念
日
戸
商
と
し

て
、
寸
一
月
を
向
指
し
が
ん
ば
っ
て

す。

M
っ
た
日
は
、
と
て
も
や
さ
し
い
る
由
だ
と
、
話
さ
れ
る
口
調
に
熱

い
鯛
問
顧
問
の
県
v
d
塚
青
学
恨
の
が
こ
も
っ
て
い
ま
し
た
。

市
川
邦
也
先
生
、
は
り
き
ゅ
う
を
し

H
劇
団
く
ず
H

B

名
に
つ
い
て

て
お
ら
れ
る
河
長
の
前
田
考
引
さ
は
、
前
回

muHは
、
〈
4
5

の
花
で

ん
、
お
話
し
上
手
で
代
行
町
に
お
も
、
ぐ
ず
箱
の
ぐ
ず
で
も
、
ど
う
と

什
ま
い
の
主
婦
の
泊
ヶ
芥
さ
ん
、
新
っ
て
い
た
だ
い
て
も
よ
い
と
E
H
m
d
れ

開
ほ
や
ほ
や
で
利
院
で
は
り
き
ゅ
う
ま
し
た
。
そ
の
守
一
日
曜
に
、
問
長
の
劇

を
し
て
お
ら
れ
る
良
品
目
平
さ
ん
、
問
に
対
ナ
る
強
い
日
信
を
感
じ
ま
し

勾当日
ζ
換
手
で
し
と
や
か
な
氏
藤
さ
た
。
小
さ
な
M
劇
団
ぐ
ず
H

を
と
お

ん
の
穂
括
、
横
院
銀
行
本
広
で
屯
語
し
て
、
一
人
で
も
多
く
一
白
人
た
ち

交
換
手
を
し
て
い
る
と
て
も
か
わ
い
が
、
喜
び
ゃ
痛
み
を
分
か
ち
あ
J

え
た

い
小
沢
さ
ん
、
も
う
向
作
も
の
感
動
な
ら
大
き
な
輔
と
な
担
、
〈
ず
の
花

的
な
闘
を
作
っ
て
い
る
劇
屈
の
脚
宜
を
肢
か
せ
る
こ
と
も
で
長
る
自
で
は

輩
、
鈴
末
三
郎
さ
ん
が
集
ま
っ
て
お
な
い
か
と
思
い
、
「
十
一
局
長
輯
を

ら

れ

ま

し

た

。

自

指

し

が

ん

ば

れ

n期
間
山
く
ず
H

」

「
苦
労
さ
れ
る
こ
よ
ほ
0
」
と
の
と
叫
び
た
い
、
い
や
叫
ぼ
う
と
樽
つ

開
閉
に
、
県
内
全
域
に
住
ん
で
お
で
苦
手
ん
た
。
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市

民

相

談

室

お

i
一
一
一
一
内
線
二
九
一
品

。
人
権
渓
捧
相
談

{
4月刊
U

日
ハ
火
)
、

5
月
1
日
(
火
〉

。
持
政
醤
盟
諸
談
一
語
f
m時

。
一
揖
法
樺
栂
談

5
月
2
日
〈
水
)
、

5
月
8
自
(
火
〉

予
約
制
(
鷺
語
で
も
可
〉
、
刊
M

時
f
m持

。
宅
地
建
物
相
談

4
月
剖
百
(
火
〉
、
お
f
m時

予
約
締
(
寝
語
で
も
可
)

。
受
語
、
室
町
澱
鑑
泊
談

5
月
ロ
日
〈
念
、
日
時
i
m時

。
住
宅
橘
談

4
5日
g、
議

i
m時

。
定
例
相
会
相
談

5
角
叩
呂
(
木
〉
、
叩
時
f
お
時

。
一
般
市
出
比
穏
談
促
日
(
た
だ
し
、
土
闇
夜
は
ロ
碍
ま
で
、
日

璃
・
祝
百
は
除
〈
〉

O
消
費
生
活
穏
談

4
月
初
日
門
金
)
、
幻
日
小
金
口
、

5
月
4

臼
〈
金
〉
、
日
出
時
1
日
時

〈V
莞
明
噌
罵
特
許
指
紋

5
月
7
日
(
月
〉
叩
時
I
U時

〈L
下

襲

題

談

4
月
山
百
〈
木
)
、
日
時
罪
j
m時

ご利用を
青
少
年
相
談
窓
〈
市
民
セ
ン
占
l
ニ
階
)

制調

i
七
一
一
一
一
一

手
金
曜
日
9
時
1
日
時
土
曜
日
は
日
時
ま
セ

禰
紙
会
総
お
!
こ
=
一
一
ニ
一
一
一

。
心
配
ご
と
相
談
自
適
斉
曙
臼
(
欝
五
歩
除
〈
)
、
お
時
f
お
録

。
母
ヰ
椙
談
毎
週
月
5
金
曜
日
、

9
時
1
話
時
初
分

。
家
庭
克
盤
綱
相
談
一
括
週
月
j
金
曜
百
、
日
時
1
日均時

。
高
齢
者
職
揖
相
談
毎
週
月
f
金
曙
臼
、

9
時
間
制
分
1
話
時

土
曜
百
は
ロ
時
ま
で

。
一
老
人
相
談
日
毎
遡
火
・
木
曜
百
〈
芸
し
主
臼
の
掲
合
は

休
み
〉
、
午
前
閉
山
時

i
u時



議

マ
審
の
行
楽
シ
ー
ズ
ン
に
多
く
な
る
空
き
単
ね
ら
い
な
ど
を
防
む
フ
と
、
四
月
二
十
一
日
か
ら

マ
四
月
一
一
一
十
日
ま
で
の
十
日
間
「
専
の
防
犯
潟
朝
一
が
特
わ
れ
る
回
運
動
期
間
出
は
、
特
に
理

マ
ー
入
盗
C
肪
止
、
オ
ー
ト
バ
イ
盗
の
防
止
を
は
じ
め
、

h
y持
白
吃
行
妨
止
を
一
青
め
て
肪
犯
活
動
を

マ
}

ω

一
待
い
、
関
る
い
街
づ
く
り
を
推
進
し
て
い
く
。
皆
さ
ん
も
被
押
に
あ
わ
ぬ
よ
う
十
升
注
意
し
、

マ
防
犯
活
動
に
G
協
力
い
た
戸
主
C

た
い
。

ムムムム

四
月
二
十
一
日
〈
土
)
を
防
犯
む
報
一
・
時
間
午
後
2
時
泊
分
〈
子
百
〉

の
日
と
内
定
め
、
明
日
早
朝
、
平
塚
駅
前
一

でチ一一フ
j
等
を
紀
桁
し
、
防
犯
運
動
白
一

P
Rを
行

う

。

一

@
合
同
パ
ト
口
i
ん

の

門

口

一

四
月
一
十
四
日
(
火
)
午
按
1
時
か
一

ら
4
時
ま
宅
、
防
犯
協
込
と
問
摂
に
よ
一

b
n
M初
日
刊
ハ
ト
ロ
ー
ル
夜
行
う
。

J':， 
-大人 400pj

・老若人等 30C円 〈身障・絹簿

告む3
・IJ、人 200円く中学生まで〉

e 死亡 1∞万円

・61J>月以上 13方向
. 1週間以上 1万円

く〉堅幹し込み 混夜自治会や金融機唱で加入
予約白受け吋けを行っているa 加入申込醤

は金融機関自窓口に運動、てある。

担当交通安全諜(内鯨254)

。掛金

。見舞金

住民異動屈は、選挙、麓学、思民年金、国民健鹿探

検、予防接種、日日緩証明など白もとになる重要なもり

ですe 住所が変わったときは必ず14臼以内に届け出を

して〈ださい。

f 戦齢 層け出には、そ百方の民名、住所、異動した年R

¥， ¥ 1 総，;白、従前田住所帯がわかるようにし、本人または世帯
A ..... 吋11-"二 i一一一一一一ゴコも~' ::t帯が届け出るζ とになっています。

、妥みムL弓桜芳 く ー うそ由届け出をしたり、疋当白草軍由がな〈溺け出を

ム品主ニニニィ I iY お ζたった場合iは過棋が耕せられる場合1J'あ Eフます。

ぷ一一-一一一一一一一~ 引 説担当市慎重量市民異動係 C理議523-1111内錦234)
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市
民
の
木
「
く
す
の
き
」
と
市
民
の
花
「
な
で
し
こ
」
を
中
心
に
、
緑
の
い
闘

を
広
げ
緑
と
花
の
ま
ち
を
つ
く
ろ
う
と
、
第
ト
一
回
平
塚
市
緑
化
ま
つ
り
が
開
聞

か
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
。
こ
の
緑
化
ま
つ
り
は
、
春
の
緑
化
月
間
に
あ
わ
せ
ん
毎

年
間
関
か
れ
て
い
る
も
の
。
今
年
は
、
四
月
二
十
八
尽
か
ら
三
十
日
ま
で
の
三
日

間
、
八
幌
畑
山
公
開
闘
を
会
場
に
開
聞
か
れ
る
。
ご
家
淡
お
そ
ろ
い
で
お
出
掛
け
合
。

:八幡自治会館

金田公民館

i掛島公民館

注射料 L540円

36円計 4，0∞円

-命

し『

93号車種ひらつか紹手059年4f115S 

八幡山公属

会横木市、草花鉢物期売会
4月288 C土コ ~4 汚 30臼〈丹コ・ 9 時~18時

大苗木の配布 (3自陣〉

さっき、つつじ、つば書、古ざんか等を無斡配布

する。申し込み織で、引き替え捧カ泌嬰。

会寄贈慈主主の配布 (4月29B' 11時〉

寄贈された沓木等音、夜定無担配布する。

会星雲ニ主の配布 (4月28B、29B• 14時〉

植木用黒土1袋在、先巻町 3人に無軒配布する。

大緑化指談窓c3日障害〉

樹木等kの櫨裁について専門家が相談に応じる。

*1自動物村 (4丹28B、29臼 14時〉
おとなしい動物ばかり。ポニーにも乗れる。

す緑化ゲーム (3白鶴〉

数種類白木や花を探し、その名前をあてる。

会ふるさと太鼓まつザ (3日間〉

市内の太鼓保存会と、平思七夕太設が出演する。

*模範すE~童コーナー (3 自問〉
平壊農業高校協力による色どEフ豊かな花壇。

交巣づくり教室付月29B. 10時〉

子慌たちを対象に巣箱をつくる。 仁実質40C円〉

*なでしこの昔日和 (3臼鱈〉

寄贈されたなでしζの苗と種子を配布する。

女榛木のセザ市 (4月初日・ 13時〉

植木市出患者から寄せられた植木のセ~を腐心

カ森林コーナー ι3日間〉

森林と殺の重要性をパネノレで告さんに紹介する。

すパレード演奏 (4月29B. 14時初分〉

県警音楽隊、カラーガード隊白出関D

大郵便局総特i出張所 (3包間〉
記念切手白販売、風長スタンプの押印等を行ヨ。

市マリ 却、一一
重
量
年
金択
の
脅
類
カ?

毒

4 JoJ~6 月 購入拡力づくり教室

4月~ 購入バドミントン車交戸主
5月10日 第1118捕人卓政大会

5月17日 第 2回帰人バドミY トン大会
5月24日 第 4回ゲートボール大会

6 月 113~3B 顎33部市畏ハイキング
6月初日 第 9自市民話章康まつり

6月21日 第 3回嬉人イYドア軟式庭球大会
7 月 ~9 月 婦人部力づくり教1笠
7 月 28 呂 ~31 日 第21回P年野球大会
8月19日 第四回少年少女京融大会
9月 2目、 9日 第沼田市民総合誌青大会

9月27日 第14回婦人テニス大会

10丹~l1 ßl ナイターY7トポーノレ大会
lQ月 ~12月掃人館力づ<;0教室

10月14日 揮13回世年少女食'Ji葺大会

10月18日 第28四時人バレーポーノレ大会
10月28日 杭白市民ハイキング
11月11日、 12月 9呂、 1月20日、 2月17日

月例生年少女マラyy大会
11月18日、 25包 帯21@実業団対抗位育大会

11月初日 ~12月 1 臼 社交タンス講習会

1 月 ~3 月婦人時力づ <'0教室

1月 6日 第31也市内一周駅伝競走大会

1月13日 第24回市内実業団駅伝競走大会
2 月 l 日 ~4 日 第33回市民スキー講習会

3月10日 第15回世年少女マラYン大会
3月24日 みんなで楽しく健康ランニング

みどの設かな住みよい環境づくりと災害防止

のためにいけがき説置の奨励をしています。

0いけがさきの設欝基準

①姐人の住宅用地に新しく説寵するいけがき

②品質ずるいけがきは公道に面し、延長5m

以上であること。

③樹木の高さは、 90曲以上あること。

④植載する本散は 1mにつき3本以上。

⑤モの飽詳しくは担当課べ t 

。補助金の額 1mにつき2，00C向。最高
40，∞OPlまで。
国問い合わぜ公蔚緑地課課政偶

と



「
出
向
に
γ
〈
化
事
官
)
の
一
ア
l
マ
で
始

め
ら
れ
た
ル
ホ
ッ
サ
ン
ス
ま
つ
り
。

一
今
年
で
阿
川
臼
を
迎
え
た
こ
白
昨
し

hy

は
、
一
一
一
日
二
十
五
H
か
ら
問
刀
一
円
ま

t
T
で
、
並
行
行
ド
ヘ
川
で
行
わ
れ
ま
し
た
。

唯
さ
て
、
一
一
汀
二
十
杭
げ
の
八
ハ
引
は

刊
本
物
の
竹
ト
ン
ボ
を
お
じ
い
ち
ゃ
ん

司
と
引
る
コ
ー
ナ
ー
や
ジ
初

Y
ポ
な
的
世

J

げ
の
コ
ー
ナ
ー
な
ど
が
人
以
。
大
き
い

に
ぬ
い
く
る
み
は
蓄
ょ
う
を
ド
す
ま
い

札
て
、
耳
に
は
デ
キ
シ
由
経
い
押
き
。

ち
そ
の
う
え
、
み

ζ
Lパ
レ
ー
ド
も
。

ま
ま
た
、
析
が
し
や
余
舟
す
く
い
な
ど

白
山
崎
泊
も
出
平
し
い
て
、
と
て
も
長
し
い

広
端
で
し
た
。

。mv mv o
 
o
 

mv o
 
o
 

m〉

¥? ¥? ¥?。勺勺勺。。

ひと朗自 ちみずがた ま三

ら主究主主主玉三官ヵ:宮主豆豪
雪話ζ語芸品兵♂をε霊町主義
た μ日々やはかかま。 ζ を 日と
ζ 。はか、れっす「は中 と F
と押、。とまたが河初心 二の
で休ーでてし」、開めに 十施
し生瞬も長たとつはて込 1し設
よ白「、ノじ。い完…」中 日 g
う思シ市封 う際見とを に号
。い i識で F白 bこにいし 行会
出ン金パ が見如うま わが
7うす」繭ス あてか人し

5丹24日〈木)9 
雨天の場合は5月31日 C相

会場新町野球場スポーツ広場

・響力E資格市内在住の方

-チーム繍成 農督1名、選手5名、補欠2名

申し込み 4 月 16日 C月)~5 月 7 BC月〉

までに所定の要参加申込書に記入のうえ市教

宵委員会偉育課(電誇31-3060)へ。
・監督金議 5月16日 C京〉午前10時~

丹

羽

木

d子二

f舟

限p

y 

w 開 ----一~、 イ女医~季最アシヂシ¥よ民
主嚢 la事ノ重量
L藷 しもも玲
与の .fI...J¥ IV '"苓

裏書 fλy9喜
皇を U巡ノ へ宮

日一

自由!こ幸IJF君できます。「無料開放〉
開放種白。卓球、パドミY トジ、パスケット、

軟式庭斑Cl3~16時〉、、パレ- (!6~2C時〉

民各種目とも、ラケット、シャトル、ポーん

は必ず各自持審査。(悼育館には用意して

あfつません〆〉

4丹23尽 〈月〉午後 1 日寺~8時
5月14臼グ
5丹28臼グ
理動のできる服装で葬加し、

動ぐつを用意して〈ださい.

拐さ詰 樟膏課電話31-3060 望奨です。〉競技場内で由散貴は禁止です，

罷
-5月は第2.第4
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海宝寺

減量豊田公民館

民間村ちぴっ子広場

揖島公民館

民阪事時公民館

東金沼公民館

ふじみ野団地集会所

ニt盟小学校
民吉沢公民館

東松ll¥小学校

金包小学校

出品ず{品/1学捜
万fll点塩市営住宅

5月 1臼 158
5月 1日 15日

5Jl2臼 16臼
5月178
5月17日

5!'l48 18日
5月198

5月 88 22日
5月 8日 22臼
5月 9日 23日
5月10臼 24日
5月10臼 24日
5月11日 25日

-開設時開 13時30分~14時30分。ただし、ふじみ

矧臼潟集会所は14時~15時、耳目1は15時 ~16時。

雨天のときは中止となるo C了渓を。

4月 17日
4月17日
4月188
4月198
4月19日
4月20日

4 Jl248 
4月24日
4月25臼

4月26日
4月26日
4月2:1日
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会青年柔道教窓

受け身から基本技までを習揮するe

-日程 4 月 17日 ~7月31 日 毎週火、金蝿

8 19時~21時
，指噂柔道サークル膏柔会

・1言、t1濠高校生以上 15人
-スポーY障害保語気軒 1. 35C円

会初，心者の油絵数室

基本在、静物の昨磁を過して潜揮する。

円程 5 月 911~6 月27 日 信i盟木曜日
18時30分~2び時30分

・指導・油絵サークル翻太田1
・N室長 青年 15人
-材1'>:1'1実質

安美術教室・ねん土彫重量入門

時じたまま、自由に作品在倉1)る。

，白程 5 月 17日 ~II月 29日 毎週末曜日

1議時~21時
・箔帯彫刻家譲畠轟一民

対象青年 15人
・樹齢世異質

{:[楽しい合唱教室

講し〈歌える方法を身につける。

・日穏 5 月 11 日 ~5月258 毎週金j院墨田

191時~21時

・対象高校生以上 15人
・指曙野内光明民

食器し鞠の申し込み電話7J1C::来宣曹を.
合雑輯臼 鉱圏月摺目、 4月均臼正日〉、 5
月 3El (木〉、 5月 6日 (8)
食習会砂年金輯

苧254措百務1lIJ12--41 費童話32-7029

大年開会員を募集

59母 5月から6C年 3月までの牢閥会員を募
集している。

。古文審議読金

村に蔑る江戸時代田文書愛読み、地域の墜

史を学ぶ。毎月第 1 、第 3 土曜日目14時~16

時に部〈。対象は高校当おL上。参加帯望者は
往復はがきに住所、氏名、年齢、職業、電話

番号を明記白うえ4月末までに申し込みを@

Cデッサン教室草
デッサンにより、観察力、表現力を身につ

ける@毎月第 2 木、金曜日、 10時~16I時30分

に開〈。封書裂は、 1年間連続して出席できる

方。申し込みは、往復はがきに住所、民名、

年齢者明記白うえ、 4月末までに博物館へ。

0石仏を鶏ベる金
市内にある石仏を調査する。毎月第2、 4

土曜日、 14時~16時に行丸事加希望者は、

往復はがきで博物館へ申し込みをき。

。地見聾観望健全

海の石、/11白石をテーマに、毎月1回目輔
自に野外輯躍し、持軍月 1回日曜日にまとめを

行う。対室長は、中学生以上.委参加希望者は、

60円切手同封担うえ申し込みを。案内曹をお
送りする。

女体舘寝 袋五車月曜日、 4月29日 C日〉、 5
月 3日正木〉、 5Jl5臼亡土〉
官博物盤 干254滅菌自町12--41簡童話33-5111

会第8falデッサン教室作品展
昭和58年度の市百三のアト Hエ テ!:;;:!TY教
室に害加した皆さんの作品を展示している。

・期間 4月28日 E土〉まで
・会場特別展示室 E入場無料〉

女自然観察会「藤敬山j

大磯町総取山周辺白自然を訪ねて、雑木林

田昆虫や地屠苦観察する。(悶天中止〉

a日時 5Jll3日仁田) 9 時~16時

・申し込み 4月末缶までに往復はがきで。

{:[体験学習「ニ土器を作ろうJ
上/入B逆説ゆhら出土した縄文土器中期の
作品を作ってみる。

・日程 5月16日(京)~5 月 18日仁金〉

時間協時~16時

・金場斜学教室

・対象 ー穀〈全日程審加できる方〉

・申し込み 5月 8日までに、往復はがきに

住所、民名、年齢をeij耳言己のうえ博物館へ。

会屋を見る会

博物実宮の黛選議葺で土壌と火獲を観察する。

委参加自由.当日軒学教室草ヘ品集まりをむ

・日時 5.Fl25日〈金)181時~盟蹄

会こども狭酒会
・4月22日〈臼)1師寺、 14時 3R雪ホ}ノレ
「三ラクシーJカラー 1時間40分 コロラ村

田大高原~￥ら力1)フォノレニアまでめ 3，冊0キロ

を、小さなと主人ク1)7をまめ、まっしぐら
に駆けるラッジー白駒唱。

• 5 Jl20日くB)1α耳 14時 3潜ホル
「テYブんちゃんの小公女jカラー 1時摺
20分フラYセス 'H'パネット原作。腐
るくて、すなおで可愛いセーラの物語。

{:[狭量整会
・5月27日く自)1自時、 14時 3潜ホール
f野菊由選j カラー 1時間30分歌人伊藤
左千夫¢処女!J'¥O:昆 f野菊田基jの組主題化。松
田聖子第1回主韻作品。

会新着フイ)~ム
f紹んでるおばあちゃんjカラー3日分

16~l)フイノレムのと利用は、 i盟書館視聴覚ラ

イブラ1)-へ旬

女王豊富華替えを
59年度の図書館利用券の確認を行ってい
る。なお、 56年度に資録された方は、有効期
聞が切れている白で苧続きを。

食 3蕗ホー)!-j聖用料座席数 160璃

• 1 日仁 9時~161時め分) 2，7∞R 
・午前 (9時~12時) 1，200内
・午控 03時~161時30分) 1， 7(刃向

会特別研究室憧用料座席散 4席

1 日 (9時~16時3日分) 1席につき 200Pl

t体輯日 銀週月曜日、 4月29日 E日】、 5
.Fl38仁木〉、 5月 5日〈土〉 休館日が
一自でわかるE盟醤諮カレンダー白利用を句
会弱者罫摺 平254



圏全場保鍵センタ~

豊富受付 午捜1時-2時
書留母子鑓康手悟本冊 矧j冊と舗記用

具を持罫 (31，)'月児は本冊のみ〉

(3か月児]

5月 2臼 59年 1月 1日~初日主主
5月16B 59年 1月11日-20日生
5月23日 59年 11ヲ21日-31日生
(3描冗3

5月 48 56年 3月 18-10尽生
5月178 56年 3月118..-.....-208生

5月24日 56年 3月218-318生

この日程表をJtやすい所へ予隣接種5slカレンダー

豊富第 i期 3回受ける
対象 2縁 (24か月〉から4歳(48
か月〉までの幼児問なお、接種間腐

は 2路、3回とも 3週間から8).OJ習。
盤揖2期 ?沼受ける

・対象第 I期の 3呂田が終わって
から1年以上1年 6，;，n山内四期間
に受ける。なお、第 11釘を早めに受
けて、第2期もなるべく 4歳までに
終了するようにしていただきたい。

【5月1
23日

務会場探i麗センター

麗受付午控1時-2時
豊富母子健康手横本部・毘日冊と輩記熔

具を持番

5J'l1臼 57年11月 18-108生
5月 8日 57年11月11臼へ 20日主主
5月158 57年11J'l21日-30臼生

24日 大野公民館、杭内公民宣言、
7坦北公i己館

25日保健センター、
》夜中央f;;主協こと沢支所

磁対象 按君主当臼に満12か空経過
して72か月未満白幼児。

欝接種方法開業医・病説で弔問

く7-8Rを除<)士通じて接関で
きる。接種目は底部とむ把談を。

輯料金無料

豊富持事するもの 母子健議手帳、保

険証

して18か月末備の乳幼児固 。筒18か
Jjに迭しないうちに 2訪の服用をす
ませる)i日渓上の理由で受けられな
かった人は、続4歳に速しないうち

はら受けられる。

[5月1
麹対象接種当日に満3iJ況を経過 911 福祉会館、大里子公民館

みせ 床下薬剤散布日程
E富士見地区]
4月20日 桜ケ丘町内会、富士見平町内会
4H21日 二葉会、三区町内会
4月23臼 上平塩町内会
4月24日 柳田JI町内会
4月25日 四区町内会、二十問軒町自治会
4月26日五:呂町内会
4月28日 西仲町内会
5月 1日豊原町内会
5月 2日 中里町内会

5R 4日 涼訪町町内会
5月 7日 富士見町内会
【崇蕃地区]

5月 B臼 f目前町内会
東京ガス平按アパート自治会

5月 9日 紅谷町町内会、明石町会、
追分みど Iコ会

5RlO日 立野町田J円余
5J11W 知的町田J内会
5月12日 宝沼丁肉治会、宮田前自治会
5月14日 宮松田J自治会、投開国7自治会、

日本住宅公団平議団地自治会

E花水地底1
5月16日八重税自治会
5月17日 松田町自治会
5月18日 袖ケ民自治虫

5月19白 書量域ケ丘自治会
以下次号で。

出数市当日、留守にする家庭では、散布口

をわかるように

満 1歳まで白宏、ちゃんならどなた
でも受けられる。内容は、常盤、主主

活、発育など育児に思唱すること。

豊富歪E付 午前9時30分~問時30分
瀦母子健畳手帳を持番

・市役所B会議室毎月第2月曜日
・保健セYター能活水圏臼

10日 産主開会館、横内公民館
11日 賜北公民舘、民金田公民館
15臼 金巴公民館、京盤印公民館
16日 中原公民館、民為成時公民館
17日 神間出民館、民岡崎公民館
18臼 保怨センター、
京中央農協土沢支所

冨rJs鼠陵酒量溜単調書r.III:iv:l鵬

(腕也指摘子各会胞各実

警品翁空語号車語崩襲詰寄
書主選手)会空会詰gE主会牧会霊 詰霊知j
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五
円
一
)
、
タ
ン
ス
シ
ュ
ー
ズ

二

四

四

)

(

二

十

二

5
一
一
十
一
了
五
時
)
、

2
同

市
な
さ
ん
の
と
協
力
で
、
問
い
合
わ
円
V

譲
り
ま
す
(
有
料
〉
ベ
ジ
父
、
党
主
同
テ
ー
ブ
ル
と
い
す
、

p
k
tし
、
-
内
L

宇
佐

(
6
現
と
ロ
語
)
、
和
文
タ
女
児
衣
料

(
5
3
7語
)
、
流
し
台
、

イ

プ

ラ

イ

タ

ー

マ

マ

コ

j
ト

は

し

か

生活関連物資価格調査
間費生活モニター30人による3月の平均価格芭す

カ
タ
ル
期
は
発
し
ん
の
出
る
前

の
一
時
期
で
、
発
熱
、
せ
き
、
鼻

水
、
日
ゃ
に
な

E
の
益
状
が
滋
わ

れ
る
。
ま
た
口
怨
粘
膜
に
、
は
し

か
特
有
の
コ
プ
リ
ッ
ク
は
ん
と
い

担
フ
灰
白
色
白
数
個
の
は
ん
点
が
み

ら

れ

る

。

一

犯
し
ん
期
、
詩
的
3
H
H
b
ろ
…

に
少
し
熱
が
下
が
D
気
味
に
な

る
。
再
び
高
熱
が
で
る
と
同
時
に
れ

発
し
ん
が
令
訟
に
広
が
D
、
高
熱
一

が
崎
〈
。
発
し
ん
出
溺
撹
3
5
4

自
で
尭
し
ん
は
消
え
は
じ
め
、
熱
寸

も

下

が

る

。

一

回
復
期
に
は
、
発
し
ん
が
し
た
い

い

γ婦
が
か
つ
て
う
す
く
な
り
潤
し

え
て
い
く
。

は
し
か
の
争
当
て
は
、
保
混
と
吋

。
択
に
水
分
と
ピ
タ

のんは

了:諒主
h ; iJl ヂ姿守ユ
ヰ ら種助

主;喜喜Z
ろ 存円お

む?雪ぜ長
つよ。iJ'し

75歳以上の方に、はり、きゅう、あんま、マァサ』ジ

指圧の施情費の勘明を行うています。

。対象 明治42年 5月31自以前に生まれた方は、 6枚

交付、拐治42年 6月 1日から明治43年 3月までに主主

まれた方は、 75歳になった月から2';明に1故の割

合で交付します。

。受瞳罪 1故につき600円の自己角担

。申し込み 印鑑と年齢を証明できるものを持事由う

え、福祉臆務課老人福祉係(内融 219)へ。

~コースーん~日-~一九~へんへ

1ベン牢学紐

2苧工芸学紐
3料理学紐
4 時リエーションリーダー

5英金話Jス門学紐

-開講期間 5月-60年 2月 C毎週1回午控6
時-8時〉

場勤労会館、中央公民館

格 18議から25歳まで¢在住、夜学、
在勤の青年努女。 仁ただし未婚〉

・繁 用無軒。ただし、教材費等は自己負担

o申し込み 4丹168-5月15日〈午前8時30
分~午後8時'30分〉までに青少年課〈肉親50
5)へ。ただし、土曜日は午控 2時まで。自・祭 τ 

日は体品。なお、定員になbしだい締め切る。

会

費



昭
和
的
年
度
第
1
白
住
官
金
融
奈

鹿
由
融
費
説
明
会
が
関
か
れ
る
。

マ
毘
時

4
丹
羽
目
〈
土
〉
午
控
2

た
だ
重
大
家
総
強
に
な
り
ま
し

FMb

モ
乙
吉
、
見
学
コ

i
ス
の
一
つ
で

あ
る
博
物
館
が
、
私
の
持
っ
て
い
る

イ
メ
ー
ジ
と
大
分
理
っ
て
い
ま
し
た

の
で
、
一
一
一
一
日
進
語
し
辛
す
。

私
は
、
博
物
館
は
昔
か
ら
の
帯
D

変
わ
り
を
見
骨
る
た
め
に
、
そ
の
当

時
5
3時
ぬ
分

V
A
M
揖
横
摂
担
行
ヰ
壇
交
活

お
年
寄
り
白
生
活
に
関
す
る
樺
々

な
問
題
に
つ
い
て
、
老
人
相
談
開
聞
に

よ
る
相
読
者
存
っ
て
い
る
。

本
人
、
軍
旗
、
友
人
等
ど
な
作
存
」

も
お
気
軽
に
む
相
訴
を
。

マ
呂
時
一
世
趨
火
・
末
曜
呂
午
前

向
碍
i
U時

マ
八
時
揖
福
祉
会
輯

マ
補
緑
器

4
月
刊
片
口
(
京
)
午
前

円以時

j
n時

マ
轄
静
プ
ロ
ッ
ク

4
月
幻
百
(
丹
)

午
佳
1
時
3
3時

7
耳
鼻
掛

4
兎
J
b
g
(ホ
)
午
控

l
時
j

3時

-
A
出
場
福
祉
企
館

問
い
合
わ
せ
ば
市
福
祉
総
務
課

(
円
輯
一
一
二
一
一
〉
へ
。

県
平
境
措
置
生
活
セ
ン
タ
ー
で
は

暮
ら
し
の
講
座
を
開
〈
。

ヤ
日
程

5
月
8
日
、
日
呂
、
幻

自、

6
月
5
日
、
ロ
白

門

V

時
間
午
皆
l
時
加
分
i
3時
ぬ

分マ
内
容
ど
フ
対
訂
す
る
高
齢
似
社

会
の
寝
襲
、
ガ
Y
一
予
防
と
貴
島
十
活
、

ど
ラ
変
わ
る
年
金
倒
産
ほ
か

マ
受
講
朗
幹
無
斜

V
A
A車
場
a
申
し
込
み
一
先
県
平
培
潤

費
住
活
セ
ン
タ
ー
(
梅
盟
十
品
広
7
階

・
電
話

n
n
O九一一一〕

一

み

つ

け

鱒

ま

つ

世

一

見
附
ふ
れ
あ
い
鎮
め
ザ
実
行
委
員
会

で
は
、
第
一
回
み
つ
け
鱈
ま
つ
り
を

弱
〈
。
マ
臼
時

5
同月

5
5
(土
)
午
前
9

時
i
午
後
4
時

マ
会
場
見
附
通
り
揖
持
者
天
国

門

V
主
な
催
し
物
金
魚
す
く
い
、
綿

菓
子
、
餅
っ
き
大
会
、
や
き
と
り
等

の
模
擬
席
、
絵
闘
コ
ー
ナ
ー
、
不
用

品
即
持
金
一
人
暮
ら
し
老
人

実
態
調
査
を
実
施

市
で
は
民
生
委
員
の
協
力
冷
静
て

寝
た
き
り
老
人
同
一
人
暮
ら
し
ち
』
人

相撲}ll流域の自然と

文化を調査研究して

た
b
、

な
古
い
物
を
集
め
五
百
を
し
の
ば
せ

た
り
す
る
粛
と
思
っ
て
い
ま
し
た
。

と
己
ろ
が
、
平
器
市
博
物
館
は
、

プ
ラ
ネ
タ
ロ
ロ
ム
が
あ
っ
た
D
、
デ

ッ
サ
ジ
教
室
や
自
熟
読
罫
A
M
屯
吉
文

歯
講
読
会
帯
炉
建
吉
れ
た
D
、
あ
た

か
も
研
究
セ

yタ
1
む
よ
う
な
届
が

し

ま

し

た

。

ず

る

だ

け

で

な

く

、

相

模

川

流

域

全

今

佐

と

も

、

出

来

る

だ

け

多

く

の

ま

た

、

新

し

い

わ

ら

で

凶

作

っ

た

物

体

の

自

黙

と

文

化

に

関

す

る

資

棋

の

市

民

の

方

ゃ

、

近

隣

の

方

々

に

親

じ

ゃ

、

新

し

い

柄

の

つ

い

た

〈

わ

が

飾

収

集

ゃ

、

保

存

、

研

究

、

毘

一

市

な

ど

ま

れ

、

活

用

さ

れ

る

博

物

鰐

と

し

て

っ
て
あ
h
J
ー
ま
し
た
が
、
博
物
館
白
毘
川
流
域
の
患
黙
と
文
化
」
を
、
過
に
わ
た
っ
て
い
ま
す
。
そ
し
て
、
担
殻
惜
し
て
い
く
考
え
で
す
の
で
、
む

示
と
し
て
は
議
念
に
思
い
ま
し
宍
去
、
現
夜
、
夫
来
に
わ
た
っ
て
展
望
槙
川
流
域
の
大
昔
は
ど
す
つ
だ
っ
た
の
理
解
と
な
支
撮
を
お
績
い
し
ま
す
。

現
在
、
博
物
館
で
は
、
と
む
よ
う
し
、
市
浅
生
活
の
向
上
に
役
子

ιせ
か

、

蹴

震

は

ど

ん

な

風

に

展

開

占

れ

〈

博

物

絃

〉

な
方
向
で
滋
営
古
れ
て
い
る
の
で
し
る
組
合
静
物
館
と
し
て
6
活
動
指
ι
進
て
き
た
白
か
、
白
熱
は
、
民
揺
は
、
出
聞
か
ら
市
政
へ
自
己
意
見
、
。

ょ
う
か
。
八
中
室
崎
野
勝
氏
〉
砲
で
い
ま
す
。
と
い
っ
た
具
合
に
、
あ
島
由
る
角
度
襲
撃
は
、
住
所
、
氏
名
を
記
入
の
う

平
壇
市
博
物
館
で
ば
し
た
が
い
ま
し
て
、
揺
の
活
動
範
か
史
認
査
、
研
究
空
行
い
、
そ
の
成
え
、
広
報
課
広
聴
偶
(
内
錦
三
五

開
館
当
初
よ

D
「
相
模
た
だ
古
い
駒
を
集
め
て
長
示
果
を
公
表
し
て
い
ま
す
。
五
)
へ
お
寄
せ
く
だ
さ
い
。

自
生
活
実
態
謁
査
聖
わ
っ
て
い
る
。

各
地
域
の
民
生
萎
員
初
曳
け
持
ち

区
域
を
訪
問
し
た
吾
、
。
協
力
を
0

・
問
い
合
わ
せ
一
先
福
祉
紬
務
謀
者

人
福
祉
日
開
(
円
輯
二
一
九
)

5
月

saに
城
山

ダ
ム
の
管
理
悼
演
習

梅
雨
等
に
よ
る
出
水
期
を
通
え
る

に
あ
た

p
、
城
山
ダ
ム
管
理
詰
習
が

行
わ
れ
る
。

商
習
は
、
ス
ピ
ー
カ
ー
放
送
、
サ

イ
レ
ン
吹
鳴
、
電
光
表
示
、
欝
報
車

巡
回
放
送
等
に
よ
り
行
わ
れ
る
。
な

お
、
当
日
は
ダ
ム
か
ら
の
放
流
は
行

わ
な
い
の
で
、
お
間
違
い
の
な
い
よ

鳴っに。

門

v
日
時

5
月
8
5
(火
)
午
前
日

時
的
分
5
午
挫
4
時

@
域
山
タ
ム
箆
四
四
事
務
所
(
電
話
。

泊
二
七
位
二
八
三
一
〉

博物館相模I11流域の自黙コーナー

(
敬
聴
酪
)

マ
社
会
福
祉
へ
・
平
摂
競
輪
場
!
特

一
同
五
千
三
百
六
十
一
一
一
円
、
機
時

輝
夫
二
千
円
、
成
罰
昇
…
万

円
、
成
島
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
葉
月
八
円
A

V
A
万
二
千
百
八
十
一
一
円
、
な
で
し
ζ

会
五
千
円
、
松
下
器
英
五
千

円
、
頼
朝
脱
出
一
万
円

7
心
身
障
害
(
克
〉
者
へ
'
ベ
ル
グ

ク
ラ
ブ
一
万
円
、
壁
名
五
芋
円

マ
交
通
選
児
へ
・
南
口
子
保
ク
ラ
プ

五
千
円

マ
児
童
福
祉
へ
個
室
土
見
地
ば
美
化

推
進
委
員
会
五
千
伺

マ
社
会
福
祉
基
金
へ
・
な
で
し
ζ
民

生
委
員
ボ
ラ
Y
一
ア
ィ
ア
十
万
円
、

霞
名
一
万
九
手
二
琢
円
、
吉
沢
青

年
朝
間
金
二
千
五
百
十
八
円
、
鴎

連
協
会
平
田
曜
支
部
市
役
所
斑
二
十

五
万
円
、
平
壇
市
役
訴
課
長
会
十

五
万
円
、
佐
藤
武
雄
五
千
円
、
匿

名
一
一
千
円
、
一
…
一
時
醤
保
十
万

円
、
ふ
じ
み
白
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
グ
ル

ー
プ
品
か
か
ぶ
の
会
五
万
円
、
平

壇
ロ
!
タ
リ

i
ク
ラ
ブ
十
九
万
二

千
五
言
円
、
平
境
問
ロ
夕
日
l
ク

ラ
プ
十
万
五
千
円
、
平
塚
南
ロ
ー

タ
リ
ー
ク
ラ
フ
十
万
五
千
円
、
平

埋
北
口
l
タ
リ
!
ク
ラ
プ
十
一
一
一
万

二
千
五
百
円
、
河
野
直
之
助
一
万

円
、
開
宇
原
開
沢
五
千
内
、
平
場

市
立
小
中
学
校
事
務
職
員
有
志
、
市

教
育
委
員
会
有
志
二
千
五
百
三
十

円
、
富
士
見
生
活
学
校
一
万
円
、

平
壇
商
工
会
議
所
掃
入
金
六
十
一

万
一
千
二
百
七
十
八
円
、
城
高
公
民

館
ま
つ
り
募
金
一
一
一
千
二
百
九
円
、

平
塚
し
ら
さ
吉
圭
一
イ
オ
ン
ズ
ク
ラ
ブ

十
万
六
千
九
百
五
十
円
、
っ
く
し

若
緑
掃
憲
政
掃
紹
什
所
一
万
円
、

松
延
小
学
校
4
年
3
級
一
間
五
千

円
、
山
口
和
男
三
万
円
、
田
中
美

智
子
二
百
五
十
八
月
、
鈴
木
内
科

外
斜
長
院
五
ナ
六
十
七
円
、
平
塚

市
青
年
団
協
議
会
六
千
六
百
一
一
一
十

八
円
、
高
村
西
一
一
品
耳
金
五
千
円
、

神
田
掃
入
金
一
一
千
百
一
一
…
十
六
円
、

升
水
徳
次
郎
百
万
円
、
株
式
会
社

平
塚
貴
肉
セ
ン
タ
ー
五
十
万
円
、

半
壊
建
設
業
開
会
平
塚
地
区
委
員
会

一
一
百
万
三
千
円
、
株
式
会
社
平
塚

車
市
場
二
十
万
円
、
疋
御
住
白
さ

ダ
AA世
間
千
f
虫
ハ
十
円
、

T
Y
一一一

千
円
、
正
埠
和
夫
五
千
五
十
円
、

鶴
田
起
之
五
十
万
円
、
田
代
四
極

子
一
万
円
、
奥
野
和
雄
十
万

円
、
棚
田
ア
サ
百
八
十
九
月
、
平

壇
な
で
し
己
ラ
イ
オ
ン
ズ
ク
一
フ
プ

沼
万
円
、
八
幡
公
民
館
ま
つ
り
(
生

協
)
九
平
田
百
一
一
一
十
円
、
八
幡
会

民
館
ま
つ
り
ユ
(
八
幡
商
居
合
)
八
千

百
五
十
円
、
小
山
田
ト
一
フ

犬、ねこの巡回収容
県宮O!J&J正采讃センターでは、捨て犬、捨てね

ζ によるのら犬、のらねιの増加と、犬、ね

こによる危害を紡ぐため、今自も次白日程で

いらなくなった犬、ね乙白i盟国収容を行う。

当日、犬を出される方は「部かんJ r犬白

鑑ホLJ r注射済紫j f愛犬手当;長Jを持番のう
え会場へお出かけを。なお、収容車の停留時

聞は10分間。また、ねιは麻袋かダンボーノレ

捕に入れていただきたい。

5 jj 12 日(土〉
9 '00 松原公民館 10' 30 中原公民館

9 '20 須賀公民館 10' 55 旭公民館

9 '40 花水公民館 11 : 15 宮沢公民館

10 ∞ 富士見公民館

し 強いな黙はまとう私つ続続で 組んてがる措

52Z255宗主主主主民号tzi与42ii雪害
;iiiditzfiiii:11 1iii!?i 
gお幸子五玄京祭いいだわ Pれ学立て 警室主主点主

将子紅白間三謬Fi童話83立

>57<一一
御殿
乙の嗣殿は、麗夜、 中原綿殿

(なかはらむてん〉と呼んでいるが

往時は中践の御旅館・雲雀野田殿

〈ひばDののとてん〉 ・掴J)曙野師

殿〈おたか白の色てん〉などと、

いろいろ呼ばれていた。樫引刊実紀

には摺]離殿〈おはなれでん〉なる

名称も用いられている。

中原師殿と呼ぶのは、住居表示

以前白地名中原上宿・中原下宿を

相州中原と称していたことから、

モの地名を取って呼んだもの、間

旅館というのは、己の掴1殿が中

原街道に沿った持軍軍専用の宿泊

所であったこと1J>ら、蜜雀野師綴

は、当地がひばのの名所であった

ιとから、御菅野御盟は、当地方
が持軍輩専用の御間車場 C狩抑揚〉

であf:dcCとから生じている。

ζむ御殿を最も多く使った白は

寵躍で、照西方面あるいは臨府を

往復する療に、ただ酷に旅1自ナる

ば1i，~つではな〈、たびたび韓日も

滞在して、当地方自嵐光世跳めな

がら鷹狩りに興じたb茶を味わっ

たりしていた。そして、数多〈四

逸話や伝説・平壇の開発に寄与す

る艶ヨ1J>回大きな功麟を醸した。

(文責臼井弘〉民指たずねl式市

史繍ざん揮〈宮童話31-→0429)へ.

き 中原櫛殿の図

E 中原
E 御殿lTeから3丁目までの町

芸名に冠せられた御殿という地名は

~ cの地に在百!同軍軍専用の相]殿が
Eあったζ と1J>らである。
三 ζ白抑殿は、中世京小学校敷地か

Eら、その西方の住宅地にかけてむ
きほぽ矩形 C<けい〉の土地に設け
三られていた。現在、 ιの地は全〈

E平らで、周囲の道路(西方自道路
きは比!Jmはもっと広かったコによっ
さて位置や形町罰積が察せられる穏

E度になってしまっているが、往時
三は、幅6問、探さ1丈 8尺の"i':壕

三 C<うむヨコをめぐらし、その内
~ ff馴こ土塔を襲き、そ白上に松を制

三えておくという、竪砲な要与をも

5った館〈やかた〉であった。
き そして、元県道平塩伊勢探綿T，>

E ら由原ンj、学校に向かう道て昔のま
さま白道幅という〉を大門とし、モ

E白E函に疋門、モ白少し北側に馬
主出し、師殿地百世中史に車内があ

きった。甫僚の善徳寺山門は、 ζの

言轟門を帯したものと伝えている。

~ co御殿は、慶長元母(1596)
Eと目される年代に、徳川
E営し、寛永17年(1640)

さって復興され、憲織代の現鷹 3年

三 (1657)に賭せられた。建物は当

時品111白策嘩寺に帯したという.

が
よ
り
一
層
確
か
な
も
の
と
な
っ

た
よ
う
で
、
私
を
相
手
に
戦
う
己

と
か
ら
抜
け
出
せ
て
い
ろ
ん
な
も

の
を
作
り
出
す
仕
事
を
し
て
い
く

よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

K
君
は
、
治
時
常
者
で
あ
る
私
と

の
戦
い
を
し
て
い
た
白
で
し
た
ロ

や
ら
れ
っ
ぱ
な
し
に
な
っ
て
い
る

私
の
や
さ
し
さ
が
、
何
だ
か
信
じ

き
れ
ず
、
己
れ
で
も
ま
い
ら
な
い

か
を
く
り
返
し
や
っ
て
い
十
あ
で

し
ょ
う
。

E
君
は
、
私
に
も
っ
と

主
つ
か
っ
て
き
て
も
ら
い
た
か
っ

た
の
で
す
。
乙
の
ζ

と
で
、
私
は

自
分
自
中
の
や
苦
L
さ
が
い
か
に

あ
い
ま
い
な
も
の
か
知
ら
主
た

患
い
が
し
ま
し
た
。

人
の
心
の
中
は
奥
一
関
〈
は
か
D

し
れ
な
い
も
の
だ
と
患
い
ま
す
。

二
γ
祉
事
そ
の
人
を
相
手
に
し
、

可

F

お
瓦
い
白
力
が
関
慌
し

〆
噛
あ
ょ
う
こ
と
か
ら
新
た
な

k
ゴ
も
の
ぜ
空
み
出
し
て
い

?
ず
る
の
で
ず
か
ら
、
自
分

し

の

E
と
を
知
っ
て
い
な

士
説
け
れ
ば
、
相
手
の
ζ
と

も
わ
か
り
に
く
く
な
っ
て
し
ま
い

ま
す
。お
母
さ
ん
万
も
、
子
供
の
出
ナ

サ
イ
ン
そ
自
分
へ
の
帯
告
と
し
て

自
ら
反
省
す
る
機
会
に
し
て
い
け

た
ら
、
子
供
と
も
し
っ
か
り
と
し

た
心
的
き
ず
な
を
つ
く
っ
て
い
け

る
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
一
か
。

き 5月26日
・午前の部 9時部分iJ，ら

・午後白部 1時30分から

ンターホーlレ

。巡倍白程 4月初日〈金)lC時、，15時日産サ
ニー湖南販売/4)925日 C7I<)・ 268C木)1日時
-15時東海大学/4月27日(金)10時-15時
紅谷町舟平前〈平壇ライォYズクラブコ /5月 1
日(グ0 ・4fl (金)lC時---15時駅北口/5月
8 B (火)lC時-15時小松電子金属/5月14日
(月)lC時-12時横訳ゴムハマタイト工場・ 13
1時-..15時横時エイロクイツプ
一一一口言語力品目がとうございました一一一

構内地区67人、住友重機械工業64人、平塚合同
げ舎48入、中南信用金属四之宮交正520入、高閣校
熱埼35人、高砂香料54人、クロコ製作所23入、三
協化学45入、銅製作所35人、モダンプラスチ yク
25人、三共103人、駅北口232人
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